
2026年12月期 第3四半期
決算説明資料

2026年10月30日
GMOフィナンシャルホールディングス株式会社

Q3累計期間として過去最高業績を達成
CFD収益・金融収益が牽引し、店頭FXもQ3に復調
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GMOインターネットグループにおける不正アクセス事案について

当社と同じ企業グループに属する、GMOインターネット株式会社（証券コード：4784）において発生した
「お名前.com デスクトップクラウド」への不正アクセス事案により、ご心配をおかけしておりますことを
深くお詫び申し上げます。

● 当社連結子会社の取引システムへの影響について
取引システムは、GMOインターネット株式会社が提供する仮想専用サーバー「お名前.com デスクトップクラ
ウド」とは独立した環境で構築・運用しております。2026年10月30日現在、本事案による取引システムへの
直接的な影響及びお客様口座における不正な操作は確認されておりません。

● 足元のお客様の動向について
本事案に関連して、同サーバー上でFX自動売買ツール等を使用していた利用者に不正取引の被害が生じたこと
を受け、こうした不正取引が確認されていないGMOクリック証券、GMO外貨、GMOコインにおいても、通常
時と比較して口座解約数及び出金が増加しているほか、新規口座開設数が減少する動きが見られております。

● 第4四半期以降の当社連結業績への影響について
預り資産や取引高の動向が収益に及ぼす影響について、引き続き注視してまいります。2026年10月末時点の
口座数や預り資産残高等については、11月初旬に開示予定の「2026年10月の月次開示情報（速報）に関する
お知らせ」にてお知らせいたします。
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エグゼクティブ・サマリー

● 営業収益445.0億円、営業利益160.6億円となり、Q3累計期間で過去最高業績を達成
● CFD収益・金融収益が引き続き高水準、店頭FXはQ3単体で収益性が大幅改善

● 証券・FX事業
店頭FX：Q3は外国為替市場のボラティリティ上昇等を背景に収益性が大幅に改善し、累計の
減収幅は縮小
CFD：Q3は上期の水準からは減収も、前年同期比で大幅増収となり全体業績を牽引
金融収益：金利上昇による預託金運用収益の伸長に加えて、信用取引収益も引き続き堅調に
推移、収益全体の下支えに

● 暗号資産事業
低調な市場環境を受けて前年同期比で減収減益、国内売買代金シェアは上昇傾向で推移

● 株主還元の強化（配当性向65%以上＋DOE10%の下限指標を導入）
配当性向65%に基づく配当額がDOE10%の下限を上回ったことを踏まえ、配当予想を上方修正
Q3'26の1株当たり配当金は20.23円に（2026年7月公表予想比：四半期5.78円、年11.56円の上方修正）

FY26 Q3
ハイライト
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Q3'26（1-9月）｜決算サマリー（前年同期比）

Q3'25
（1-9月）

Q3'26
（1-9月）

Y/Y

（百万円） 増減額 増減率

営業収益 38,413 44,507 +6,094 +15.9%

純営業収益 35,546 40,677 +5,131 +14.4%

営業利益 13,691 16,065 +2,374 +17.3%
　（営業利益率） 35.6% 36.1% ー +0.5pt

経常利益 12,855 15,990 +3,135 +24.4%

最終利益 8,910 10,531 +1,620 +18.2%

CFD収益と金融収益が好調に推移し、Q3累計期間で過去最高業績を達成
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Q3'26（1-9月）｜営業利益増減（前年同期比）

株式 FX・
外為OP

CFD
・株BO

暗号資産

貸倒引当金
繰入額

好調なCFD収益が暗号資産の減収やコスト増をカバーし、増益で着地
金融収益も引き続き伸長、店頭FXは減収幅が縮小

（億円）

その他
コスト

Q3'26（1-9月）
営業利益

Q3'25（1-9月）
営業利益

取引
関係費

その他・
調整額等

金融収支

人件費 事務費+12.2 ▲13.2▲5.2

▲24.3
▲0.3 ▲5.2 ▲9.7 ▲7.3 ▲0.3 ▲4.8

136.9 160.6

+82.1

※表示単位未満を切り捨てています。
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Q3'26（1-9月）｜セグメント別の状況（前年同期比）

■ 証券・FX事業　（単位：百万円）

■ 暗号資産事業　（単位：百万円）

営業収益

営業収益

百万円

■ 証券・FX事業

■ 暗号資産事業  ■ その他
営業利益

営業利益

営業収益の構成比率

営業利益（営業利益率）（単位：百万円）

■ 証券・FX事業

■ 暗号資産事業

■ その他

※構成比は表示単位未満を四捨五入しています。

+26.7%

88.1%

44,507

(+7.6pt)

6.9% 5.0% (▲0.1pt)

（41.8%）

（21.6%）

（-%）

+41.9%

▲44.1% ▲75.3%

(▲7.4pt)
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2026年12月期の配当方針
下限指標DOE10%を導入し、1株当たり配当金の下限を

年42.08円として親会社株主に帰属する当期純利益に対する
配当性向65%以上とし、四半期ごとに配当

Q3'26実績に基づく配当性向65%相当額がDOE下限を11.56円
上回ったため、当該上振れ分をQ3Q4に5.78円ずつ均等配分

1株当たり配当金の推移と配当予想（円）

※ 配当下限額42.08円は、前期末の連結株主資本に対して10%を乗じた金額を元に算出しています。

32.80
27.38

57.58
Q1配当時

54.76

配当予想を上方修正し、Q3'26の1株当たり配当金は20.23円に
年間配当予想は68.60円となり、過去最高の前期実績（57.58円）を上回る水準へ

実績 確定 予想

  FY2026 Q1 Q2 Q3 Q4 合計

  DOE10%下限 10.52 10.52 10.52 10.52        42.08

  4月公表 13.69 13.69 13.69 13.69        54.76

  7月公表 ー 14.45 14.45 14.45      57.04

  10月公表 ー ー 20.23 20.23      68.60

　（DOE10%下限比） ＋3.17 ＋3.93 ＋9.71 ＋9.71     ＋26.52

Q1
Q2

Q4

Q3

下限

42.08

FY2023 FY2024 FY2025 FY2026
DOE10%下限

FY2026
4月公表

Q4の業績
次第で

上方修正

FY2026
10月公表

上方修正後

68.60
Q2配当時

57.04

FY2026
7月公表

株主還元｜配当
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四半期業績推移｜営業収益（セグメント別/商品別）

◼FX・外為OP

◼CFD・株BO

◼株式等

◼金融収益

◼暗号資産

◼その他

合計

CFD収益・金融収益が高水準を維持
ボラティリティ上昇に伴いFX収益も改善

14,963 
13,309

11,519

（百万円）

19,486 18,164 ▲6.8%

5,729 13,944 +143.4%

778 253 ▲67.5%

4,515 6,495 +43.8%

5,512 3,082 ▲44.1%

2,390 2,568 +7.4%

38,413 44,507 +15.9%

Q3'25
（1-9月）

Q3'26
（1-9月） 増減率
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四半期業績推移｜営業利益・営業利益率

店頭FXの収益性改善に伴い
営業収益・営業利益は大きく増加

前年同Q比

+46.0%
前Q比

+47.0%

◼営業利益　● 営業利益率　◼営業収益

（百万円）

営業利益
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四半期業績推移｜販売費及び一般管理費

※ 見通しには貸倒引当金繰入額を含んでおりません。

貸引控除後
販管費 86.7億円75.7億円72.0億円74.1億円74.4億円87.5億円72.8億円

◼貸倒引当金繰入額

◼取引関係費（除,広宣費）

◼広告宣伝費

◼人件費

◼不動産関係費

◼事務費

◼減価償却費

◼その他

合計

8,189 7,867
6,606

証券・FX事業：約 67億円（62.0億円）
暗号資産事業 ：約   9億円（ 8.2億円）
その他　　　 ：約   9億円（ 8.2億円）

▲9 ▲596

▲157

販管費は概ね想定どおりに推移
Q4'26見通し（Q3'26実績） 

約85億円（78.6億円）
（百万円）

Q3'25
（1-9月）

Q3'26
（1-9月） 増減率

▲206 ▲168 ー

4,247 4,065 ▲4.3%

4,888 5,591 +14.4%

3,888 4,860 +25.0%

2,977 3,117 +4.7%

2,345 3,083 +31.5%

1,487 1,494 +0.5%

2,226 2,566 +15.3%

21,855 24,612 +12.6%
80.7億円 80.2億円

▲120
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証券・FX事業｜店頭FX国内取引高シェアの推移

金融先物取引業協会「店頭FX月次速報」より当社作成
※取引高は、GMOクリック証券、GMO外貨及びGMOコインの3社合算ベースで表示しています。GMOコインの数値は、2023年8月まではFXプライムbyGMO（同年9月にGMOコインと合併）の数値です。
※国内取引高シェアは、金融先物取引業協会公表数値を市場全体として算出しています。
※業界全体取引高は、当社数値及び取引高シェアとの同一グラフ上での視認性を高めるため、実数値を併記のうえ、グラフ上は1/2スケールで表示しています。

2,934

2,403

3,098

627
524

667

21.4%21.8%21.5%

◼取引高　● 国内取引高シェア　◼業界全体取引高

＜取引活性化に向けた取り組み＞
GMOクリック証券：スプレッド縮小（5通貨ペア）

GMO外貨：スプレッド縮小（小口取引 12通貨ペア）
GMOコイン：スワップポイント強化（2通貨ペア）

Q3'26取引高シェア

　21.4%
取引高シェアは安定して推移

（兆円）
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証券・FX事業｜店頭FX取引人数（QAU）シェアの推移

金融先物取引業協会「四半期統計データ」より当社作成
※QAUシェア（四半期でのユニーク取引人数のシェア）は、金融先物取引業協会公表数値を市場全体としてGMOクリック証券、GMO外貨及びGMOコインの3社合算ベースで算出しています。

＜顧客基盤の拡大に向けた取り組み＞
GMOクリック証券：共通ID「1アカウント」を

通じた新規FX口座開設・取引キャンペーンを実施

Q2'26  QAUシェア

15%超
微減も15%超を維持
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証券・FX事業｜店頭FX預り証拠金残高の推移

金融先物取引業協会「四半期統計データ 」より当社作成（直近四半期（2026年7月-9月）は未公表）
※預り証拠金残高は、GMOクリック証券、GMO外貨及びGMOコインの3社合算ベースで表示しています。
　2023年8月まではFXプライムbyGMO（同年9月にGMOコインと合併）の数値です。
※預り証拠金残高シェアは、金融先物取引業協会公表数値を市場全体として算出しています。
※業界全体預り証拠金残高は、当社数値及び預り証拠金残高シェアとの同一グラフ上での視認性を高めるため、実数値を併記のうえ、グラフ上は1/2スケールで表示しています。

2,064
1,936

403

19.9%

393

20.3% Q3'26の業界全体の
数値は未公表

◼預り証拠金残高　● 預り証拠金残高シェア　◼業界全体預り証拠金残高

（10億円）

前Q末比では、為替介入に伴う
相場急変等を受けて減少

前年同Q末比

+2.6%
GMOクリック証券：+42.5億円

GMO外貨：+67.0億円
GMOコイン：▲5.5億円

411
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証券・FX事業｜CFD売買代金・収益の推移

売買代金

前年同Q比で2倍以上の収益を確保も、
前Q比では売買代金の減少と

セールスミックスの変化により減収

33

42

27

前年同Q比

   +24.8%

収　　益3,080

4,312

1,450

◼売買代金（兆円）　● 収益（百万円）

※収益は、当社連結損益計算書に基づくCFD収益です。

  +112.4%
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横ばいも、高水準を維持

前年同Q末比

+7.4%
7474

69

＜利便性向上に向けた取り組み＞
GMO外貨：商品CFDに円建ての

貴金属3銘柄を追加（2026年8月〜）
「金/JPY」「銀/JPY」「プラチナ/JPY」

（10億円）

証券・FX事業｜CFD預り証拠金残高の推移
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384,733

207,946

5,264
6,174

2,875

375,294

前年同Q比

+80.5%
◼売買代金
◼2市場株式等委託売買代金

証券・FX事業｜株式売買代金の推移

日本取引所グループ公表資料より当社作成
※2市場株式等委託売買代金は、当社数値との同一グラフ上での視認性を高めるため、実数値を併記のうえ、グラフ上は1/20スケールで表示しています。
※売買代金シェアは、日本取引所グループ公表数値を市場全体として算出しています。

（10億円）

前年同Q比は、市場を上回る伸びを記録
前Q比では、市場が微減にとどまる中
信用取引を中心に減少しシェアが低下

前年同Q比

+83.1%

Q3'26売買代金シェア：1.4%
(Q2'26：1.6%）
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証券・FX事業｜金融収益の推移

◼その他（分別金運用益含む）　◼信用取引収益

772

731

600

1,332

1,874
2,043

1,248

795 

（百万円）

金利上昇を受けて
顧客分別金信託の運用益が増加

金融収益は過去最高を更新

前年同Q比

+53.4%

うち運用益増加による増加額 +3.9億円

1,101
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証券・FX事業｜タイ証券における債権残高の状況

 債権残高 ※ 6,840 百万円

　保全率 214.7 %

　貸倒引当金 680百万円

 最大リスク額 6,160 百万円

※約定弁済契約債権の一部には、破産更生債権等及び貸倒懸念債権に区分される債権が含まれています。

■ 2026年9月末時点

10,431百万円 

4,084 百万円

168 百万円

14,685 百万円

株式

不動産

社債

合計

担保の内訳
109
億円

91
億円 83

億円 75
億円

79
億円 72

億円

◼約定弁済契約に基づく債権残高（百万THB）

71
億円

68
億円

● 2026年9月末時点の約定弁済契約に基づく債権残高は約68億円。下期に予定していた大口債権の回収遅
延や訴訟発生等により、2025年2月公表の回収計画（2026年中に債権元本約110億円の9割以上を回
収）の達成が困難な状況

● 一方、担保による債権保全が図られており、直ちに貸倒引当金繰入額の計上が必要となる状況にはない
● 今後は、市場動向を踏まえた担保株式売却や抵当権の実行等による確実な回収を基本としつつ、期末時

点の債権及び回収の状況を踏まえ柔軟に判断
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暗号資産事業｜業績推移

◼営業収益　◼営業利益　● 営業利益率

（百万円）

828
697

872

◼取引関係費（除,広宣費）　◼広告宣伝費　◼人件費
◼不動産関係費　◼事務費　◼その他

市場環境は改善傾向となり、前Q比で売買代金が増加し増収となった一方、
外部借入への切り替えに伴う一時的な資金調達関連費用の増加もあり減益

※2025年12月期第4四半期において、ステーキング運用手数料のうち顧客負担分について、当社費用から当社立替金へ処理方法を変更いたしました。本変更は営業収益と費用に係るものであり、営業利益への影響はありません。
　本変更は2025年12月期第4四半期に一括して反映しましたが、比較の有用性を高める観点から、本ページのグラフに限り、当該影響額を各四半期の発生ベースで表示しております。
※GMOコイン株式会社において2026年6月に暗号資産セグメント・FXセグメント間の費用按分方法を見直したこと等に伴い、Q2'26にはQ1'26に対応する費用の一部が含まれております。
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暗号資産事業｜売買代金の推移

（兆円）

◼GMOコイン売買代金　◼業界全体売買代金　●売買代金シェア

0.9

8.7

21.1%

16.3%

日本暗号資産等取引業協会「統計情報」より当社作成
※GMOコイン売買代金は、日本暗号資産等取引業協会への月次報告数値を集計しています。
※売買代金シェアは、日本暗号資産等取引業協会公表数値を市場全体として算出しています。
※業界全体売買代金は、当社数値及び売買代金シェアとの同一グラフ上での視認性を高めるため、実数値を併記のうえ、グラフ上は1/2スケールで表示しています。

＜利便性向上に向けた施策＞
保有中の暗号資産を証拠金として活用できる 

「代用暗号資産」サービス提供開始

▲12.2%

前年同Q比

前年同Q比は減少も前Q比では回復
売買代金シェアは上昇傾向

（7-8月 27.5%）

1.21.4
7-8月

（0.7）

4.7 7-8月

2.8

9月の業界全体の
数値は未公表
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暗号資産事業｜ステーキング収益の推移

（百万円）

71

116

51

競合とのレート競争や
報酬（利回り）の低下に加え、

利用促進キャンペーンに伴う
手数料還元の影響で減少傾向

▲55.8%

前年同Q比

特殊要因に
よる減少
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暗号資産事業｜口座数と顧客預り資産の推移

◼顧客預り資産（10億円）　●口座数（千口座）
●（参考）ビットコイン価格（各四半期末）

顧客基盤は順調に拡大
ビットコインを中心とする

暗号資産価格の復調で
預り資産は前Q末比で大きく増加

520

825813761

※ビットコイン価格（各四半期末）は、GMOコイン販売所におけるMIDレートの終値に基づき作成しています。

口座数

預り資産

   +6.3万口座

   ▲25.7%
386

281

前年同Q末比
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その他｜少額短期保険

新商品の販売開始
「死亡保険」

グループジョイン後初のオリジナル商品
死亡保障に絞ったシンプルな商品設計で、

「1アカウント」からオンライン申込み可能
引き続き、新商品の開発を推進

2026年10月13日
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01 決算概要

02 事業の状況

03 Appendix

アジェンダ
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ビジョン・成長戦略｜持続的成長に向けて

主力事業の収益最大化 新規事業への投資

テクノロジー活用余地が大きく成長性の高い分野に積極的に投資
「No.1プラットフォーム」を創出し、持続的成長を目指す

「安さ」と「利便性」を追求
成長性の高い分野での

新たな価値創造と成長を図る

事業ポートフォリオの多角化

シナジー発揮と経営効率を追求
圧倒的な顧客基盤を構築し

成長原資を創出

×
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Q3'26（7-9月）｜決算サマリー（前四半期比）

Q2'26
（4-6月）

Q3'26
（7-9月）

Q/Q

（百万円） 増減額 増減率

営業収益 13,309 14,963 +1,654 +12.4%

純営業収益 12,078 13,581 +1,503 +12.4%

営業利益 3,888 5,714 +1,826 +47.0%
　（営業利益率） 29.2% 38.2% ー +9.0pt

経常利益 3,825 5,729 +1,903 +49.7%

最終利益 2,318 4,006 +1,688 +72.8%
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Q3'26（7-9月）｜セグメント別の状況（前四半期比）

（ ）内は前四半期比

Q2'26（4-6月） Q3'26（7-9月）
（百万円）

証券・FX事業

営業収益 11,729 13,208 （+12.6%）

営業利益 4,028 5,957 （+47.9%）

（営業利益率） 34.3% 45.1% （+10.8pt）

暗号資産事業

営業収益 868 1,028 （+18.4%）

営業利益 145 90 （▲38.2%）

（営業利益率） 16.8% 8.8% （▲8.0pt）
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Q3'26（7-9月）｜営業利益増減（前四半期比）

（億円）

57.1

▲12.3

▲1.8 +2.6 ▲0.5

株式・
金融収支

貸倒引当金
繰入額

その他
コスト

その他・
調整額等

+26.7

FX・
外為OP

CFD収益の反動減を店頭FXの復調が大きく上回り、増益で着地

暗号資産

+1.2

+0.9 取引関係費

Q3'26（7-9月）
営業利益

Q2'26（4-6月）
営業利益

38.8

CFD・株BO

+1.5 ▲0.1

人件費

※表示単位未満を切り捨てています。
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証券・FX事業｜CFDのあゆみ

立ち上げ期
サービス基盤の構築と銘柄整備

拡大期
ラインナップ強化とスマホ対応

国内店頭CFD取引高シェア

12年連続 No.1

※国内店頭CFD取引高シェアは、日本証券業協会及び日本商品先物取引協会の統計情報より算出しています（2014年1月～2025年12月）。集計対象は、店頭証券CFDは個別株・株価指数・債券・その他有価証券、店頭商品CFDはエネルギー・貴金属・農産物です。

（2014年〜2025年）

2010/4  ：CFD取引サービス開始（株価指数先物CFD）
2010/7  ：金・原油など商品先物CFDの取扱開始
2011/5  ：アジア・欧州の主要株価指数銘柄を追加
2011/8  ：CFD取引画面を大幅リニューアル
2011/11：「プラチナチャートCFD」の提供開始
2011/11：取扱銘柄を大幅リニューアル、決済期日の
　　　　  ない銘柄へ順次切り替え

進化・成長加速期
取引ツールの継続的な改善と商品力強化による成長加速

2014/12：外国株CFD取引の取扱開始
2015/4  ：スマホアプリ「CFDroid」リリース
2015/6  ：スマホアプリ「iClickCFD」リリース
2016/1  ：天然ガスなど2銘柄を追加
2016/3  ：海外ETF（上場投信）銘柄の取扱開始
2016/8  ：レバETF・ETN系など6銘柄など追加
2018/3  ：リッチクライアント型取引ツール
　　　　 「はっちゅう君CFD」リリース

2023/10：小麦など農作物系商品CFD5銘柄を追加
2023/11：ガソリンなど商品系3銘柄を追加
2023/12：指数系など12銘柄を追加
2024/6  ：「GMOクリック  CFD」Apple Watchに対応
2024/9  ：米国株など10銘柄追加、NYダウ全銘柄網羅
2026/4  ：プラチナスポットの取扱再開
2026/6  ：商品CFDに円建ての貴金属3銘柄を追加

2020/12：
  旧スマホアプリを統合し、機能・UI/UXを
  全面的に再設計した「GMOクリック CFD」
  をリリース。以降、チャートやテクニカル
  指標など、継続的な機能強化を実施
2021/9  ：株式系など7銘柄を追加
2022/4  ：半導体関連などの9銘柄を追加
2023/9  ：最小取引数量を引き下げ少額取引に対応

150銘柄以上

世界中の多様な
資産に投資可能

スマホ・PC
進化し続ける

使いやすいツール

少額取引可能
多様なニーズに
応える商品設計

● 2010年4月、GMOクリック証券は日本初となる自社開発取引システムでCFD取引サービスの提供を開始
● 銘柄拡充と取引ツールの高度化を継続的に推進するとともに、預り証拠金残高・取引人数を着実に拡大し、

市場の活況局面において取引規模の拡大と収益成長を実現

2018年12月期以降の売買代金と収益の推移

◼売買代金（兆円）　● 収益（億円）

新型コロナウイルスの感染拡大や米中問題な
どの要因が重なり、各市場のボラティリティ
が上昇（原油先物価格が2020年4月に
初のマイナス価格を記録）

ロシアによるウクライナ侵攻を受けた原
油価格の高騰や世界主要中央銀行の利上
げ動向、新型コロナウイルスオミクロン
型の感染拡大による景気不透明感により
各市場のボラティリティが上昇

米国の景気後退懸念が強まる中で日
経平均株価が2024年8月5日に過去最
大の下げ幅を記録後、翌日急騰する
など値動きの激しい相場展開に

2025年4月のトランプ関税による
米中貿易戦争激化と世界経済後退
懸念を受けボラティリティが上昇

地政学リスクの高まりを受けて
 金・銀・原油など商品市場の
ボラティリティが上昇
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証券・FX事業｜貸株残高の推移

（10億円）

安定的に推移
足元（10/23）は740億円
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証券・FX事業｜タイ証券における債権残高の状況

項目 約定弁済契約債権※ その他不良債権

残高 6,840 17,614

担保の状況

株式 10,431 ー

不動産 4,084 ー

社債 168 　ー

合計 14,685 ー

保全率 214.7% ー
貸倒引当金 680 17,614

貸倒引当金の計上方法
延滞の有無に関わらず、債務者ごとに貸付残高から担保
評価額を控除した金額を計上

担保の評価方法

・株式：期末株価に担保株式数を乗じたもの
・不動産：SEC登録の不動産鑑定士による鑑定評価に
　　　　　一定の掛け目を乗じたもの
・その他：額面

最大リスク額 6,160

保全率 残高 貸倒引当金

0〜100% 1,275 669
100%〜150% 718 11

150%〜200% 223 ー
200%〜 4,623 ー
合計 6,840 680

■ 全債権・担保の状況 ■ 約定弁済契約債権の保全率ごとの残高（単位：百万円） （単位：百万円）

※ 円表記の各数値：2026年9月30日時点のレートで円換算

＜参考情報＞
 過去2事業年度に実施した担保株式の強制処分時における株価の下落率
・最大値 ▲79.3%　・平均値 ▲47.0%　・最小値 ▲11.4%

（約定弁済契約残高-約定弁済契約の貸倒引当金＋その他不良債権の担保額）

※ 約定弁済契約債権の一部には、破産更生債権等及び貸倒懸念債権に区分される債権が含まれています。

● 2026年9月末時点の約定弁済契約に基づく債権残高は約68億円。下期に予定していた大口債権の回収遅延や訴訟発生等
により、2025年2月公表の回収計画（2026年中に債権元本約110億円の9割以上を回収）の達成が困難な状況

● 一方、担保による債権保全が図られており、直ちに貸倒引当金繰入額の計上が必要となる状況にはない
● 今後は、市場動向を踏まえた担保株式売却や抵当権の実行等による確実な回収を基本としつつ、期末時点の債権及び回

収の状況を踏まえ柔軟に判断
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暗号資産事業｜規制環境の変化

  7月15日 成立
  7月23日 公布

● 2026年7月15日に「金融商品取引法及び資金決済に関する法律の一部を改正する法律」
が成立し、同月23日に公布

  2026年後半〜 
  制度の具体化

●  暗号資産不正流出時における補償原資として、責任準備金の積立てを義務化
●  実務への影響が大きい具体的な積立率については、管理する暗号資産の残高や

  セキュリティ水準を踏まえ、内閣府令で定められる予定

  公布後1年以内
  改正法施行（予定）

●  暗号資産交換業の規制根拠が資金決済法から金融商品取引法へ移行

●  利用者保護の強化と市場の透明性・信頼性の向上

  2028年以降
  税制改正（見込み）

●  特定暗号資産を対象に、現行の総合課税（最大55%）から一律20%の申告分離課税へ
  移行する見通し

●  税制面の環境整備により、暗号資産取引の活性化に一定の期待

● 2026年7月に金融商品取引法等改正法が成立・公布され、暗号資産に関する利用者保護
と市場の信頼性向上に向けた制度整備が本格化

● 制度改正の動向を注視・適切に対応し、健全で開かれた暗号資産関連市場の発展に貢献

※施行時期、対象範囲その他制度の詳細は、今後の法令・税制等の整備により変更される場合があります。
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四半期推移｜PL
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四半期推移｜セグメント別/商品別の業績

※株式・ETF等は、株式・ETF等の取引に係る委託手数料及びその他の受入手数料、募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等の取扱手数料、投資信託に係るその他の受入手数料を含みます。
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四半期推移｜販売費及び一般管理費
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四半期推移｜主要KPI

※GMOコイン売買代金は、日本暗号資産等取引業協会への月次報告数値を集計しています。
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証券・FX事業｜店頭FXのビジネスモデル

効率的なマッチングとポジションの保有リスクをヘッジする徹底した管理を追求



 © 2026 GMO Financial Holdings, Inc. 40

証券・FX事業｜店頭FXにおけるボラティリティと収益の関係
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暗号資産事業｜ビジネスモデル
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その他｜共通ID「1アカウント」起点のエコシステム構築

証券
銀行

暗号資産

保険

カード

電気

診療

薬局

EC

コンビニ

ショップ

金融医療

ITインフラ

ガス

ドメインサーバー

生活インフラ

eSIMネット回線

ショッピング

あらゆる企業が参加し共創する
”オープンなエコシステム”
連携企業の事業成長を加速させる
No.1のID統合プラットフォーム へ

連携企業は段階的に拡大

外部企業

「1アカウント」のIDが各社サービスのハブとなることで
効率的な顧客獲得と圧倒的に便利なユーザー体験の提供を目指す
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顧客属性｜GMOクリック証券 – 証券取引口座

2026年6月30日現在

女性 男性

男女比
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顧客属性｜GMOクリック証券 – FX専用取引口座

女性

男女比

男性

2026年6月30日現在
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顧客属性｜GMO外貨

女性

男女比

男性

2026年6月30日現在



 © 2026 GMO Financial Holdings, Inc. 46

顧客属性｜GMOコイン – 暗号資産口座

女性 男性

男女比

2026年6月30日現在
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本資料には、2026年10月30日現在の将来に関する前提、見通し、計画等に基づく予測が含まれています。これらは、
世界経済、競合状況、為替変動等に関わるリスクや天変地異などの不確定要因により、実際の業績が記載の予測と大き
く異なる可能性があります。また、マーケットシェアなどの数値には一部当社推計値が含まれており、調査機関により
異なる場合があります。資料に掲載されている情報は、情報の提供を目的としたものであり、投資の勧誘を目的とした
ものではありません。当該情報に基づいて被ったいかなる損害に関しても、その理由の如何に関わらず一切の責任を負
うものではございません。

免責事項


